
高速開発を実現するソフトウエア開発技術
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ソフトウエア開発の大規模化・短期化

企業か保有するソフトウエアは激増、

開発間は短期化している

がするノフトウエア夫'の 目ノフトウエアエの

,、 7 立こ同力
戸

500

0

1990 1995 2000

X全分野ノフトウエ「の平均FP概数
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2005

国防総省を除く)

20

開発期間よ

約3/4に短期化

0

C即ersJoneS著「ソフトウエア開発の定化手法第2版/第3版(共立出版)」掲載データよりグラフ作成

3

目

~1996

※10000印規模プロ

~2005

エクトの平均工期

メ
y

h

越

開
発
工
期
歴
月

1

0051
フ
ァ
ン
ク
ノ
ヨ
ン
ボ
イ
ン
ト
概
数
千
F
P

驚
:
:
.
J
 
:
:
:
リ
y
:
り
:

0



.コワ,式ゞ..:之.fコき..ン軍.:

赫'・..舞.轟芽1,j*:4水.

新規IT投資時ι』想定する投資効果の有効期間

海外てコモディティ化している価値:速さ

海外ては短間ての効果を求められるため

開発期間か日本より短い

朱国

^ ^^^^^

1~3年先が中心

日本

^^^^

^^

1-ーーーーー

3~5年先が中心
^^^^^^^^

^^

^^^^

0%

^^

1年先
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朱国ては、短期間ての効果を

求めうれるため、

開発スヒードを重要視

日本ては、長期の運用ι』

耐えられるよう、

品質・ドキュメント・証が必要

100%

将来考えない

開発期間の麹期化か必須

50%

3年先

^

^

TT口aT

5年先

資料:経済産業省「Π戦略と企業パフォーマンスに関する日米韓の国際比較」(平成19年)
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日本て実現してきた価値:品質

日本は欧米と比較して10倍~201音の品質を実現

ノフトウエアの不具合数1』関する国際比較

プロジエクト数

ソフトウエアの品質
システム導入後1年問に発見されたIKst即あたり
の不具合報告中央値)

出典:cusmanoM等「S0什Ware Development worldwide : The state ofthe practice」
(1EEE software NOV./Dec.2003,即28-34)
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日本

27

0020

米国

31

TT口aT

0400

イノト

24

、'目の2.分の

ゾ州・インドの

約10分の1

欧他

22

0263 0225



日本て実現してきた価値:品質 TT口aT

基幹系情報システムの稼働率実績て
約4割の企業か年r停間5分以下を達成

.J'..゛....'..゛

ノ、゛...J ..'J'ノ'.'.C'....'/JX.コ'.

基幹茅月報ノステムの稼働率 ※稼働率は、計画停止の時間を計式から除いたもの

(年間停止時間)

(0分).100%

(5分)99999%以

(52分)9999%以上
^^ ^^

(525分)999%以上

(5256分).99%以上

(・)99%未満

実値(n=799

目標値(n・730

20%0% 80%60%40% 100%

日本の従業員1000人以上の企業の「基幹となる情報システム」(含情報系システム)の稼働実績

月間停止間(時間)合寸回答件数

29845230

1社あ亢りの月間停止時間

6

出典 UAS 「第17回企業IT動向調査2011(10年度調査)」

合寸
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日本のソフトウエア開発の方向性

日本の価値てある「高品質・高信頼」を維持しつつ
「短納期・f氏コスト」開発を実見てきなけれは
日本のシステム開発従事者は生き残れない。

生産性の向上

・人に依存しない開発

・少ないりソースで大量生産

開発の人的要素を極力排除する技術か有効

Copyright@ 2014 NTr DATA corpo「日tion

ソフトウエア開発自動化

TT口己T

・人的ミスの排除

・スキルによらない品質の画一化



高速開発を実現するソフトウエア開発技術

飛躍する開発自動化技術

レガシー再生ヘの新たな取り組み

価値積み上け型の開発



自動車業界に学ふ

自動車業界ては計算能吻最夫限は活かす「デシタル生産

シ乞陟ム」にょって。新車開発の夫幅な夙ヒートアツプを実現

he oo.S Design

.

Dlgltal prototyP1的
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ソフトウエア開発ヘのマツヒンク

テストの徹底的な上流シフトを実現

要件定義

外部設計

内部設計

Copyri9ht@ 2014 NTT DATA CO『poration

デジタルプロトタイブ化

TT口己T

ジタル

システムテスト
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飛躍する開発自動化技術



ソフトウエア開発の自動化領域 TT口己T

開発・管理・運用の各領域て自動化か取り組まれている。

自動ヒ8領域

コーーイノグのΞ 1
す^

の .亘上!'1

r ち.込.、1{'气..、1 、'

1レガジーヨ釜ドからの 設計段階ての 複雑多様なロジック
正確な仕様解析 整合性自検証 の完全自動生成t

プロジエト理の

自動1丘.

管理月報の

集計可視化
システム運用作業の

自動化

システム盤の

自動化

システムの

自動インストール設定

、ιli;七Ξ__1'1 1

Copyright@2014 NTT DATAcorporauon

ライブラリ理の

ビルドやテスト環

へのリ1/ースの自動化

テストのモ!'1

試験項目の自動生成
と自動実行



NTTデータのソリユーション

T肌ASOWNAによる開発プロセスの自動化。

自動化8領域

コーーイ'ノのΞ J'1の Ξ_1'1

TERASOLUNA
TERASOLUNA DS

IDE/visc

ヒ

す^

TERASOLUNA

Ree的ineering

システム

自動化

PRORIZ ,

基盤自動化ツール

プロジエクト理の

自動化

PMWB

の
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ライブラリ理の

自動化

SDWB

TT口己T

テストのΞ J'川

TERASOLUNA

RACTES

の

ITSM WB

凡
り
t
:
.



現行解析の自動化 TERASOLUNA Reenglneermg TT口己T

現行システムのプロクラムや運用ロクから、処理や機能仕様を
正確にスヒーティに低コストで解析

資産整理 処理の理解

コスト、1ノスク等のロラム'"白
オめの" a自

現行システム

COBOL JCL、

Java pL/1 対応

ノースコート
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不要不稼動貪分析

資産構造分析

機能仕様の理解

外部設計書

要件定書レヘルの
果物

業務処理ロジック抽出

丁一夕編集仕様抽出

^

個別業務ルール抽出
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現行解析の自動化 TERASOLUNA Reenglneerlng

フロクラムを自動解析し処理内容を分かり易く表示します。

入ページレイアウト一厶

五^

日CDEFGHI

様式番号

システム1D

サづシステム円

プロクッム1D

<くS(沢T・α」T-PR①>>

一'

呼出先ヘのハイパーリンク

QJB」宣」1_[旦"1y地I×.1×1Z仏パA巨ACAD;△、E FAGA卜AIAσ 1仏LANAMQヘFAGARASATd K L M N O P

丁一

177S轟・勗・βミ'mネ】、
1) PR①・S〔RT・RETURN奄実行する。

NI$AMPLE

2) PR嘆・1・ST・Rモム0を手行する。

J

3)以下の処理を繰り'し行う。 ^ ^^^^^ ^

終_イ:ソー{ W・END・S訳TI_='1'か才 SW・END・1・ST}

(1)条件{ソート{CL・S訳T}=入力_在廊情{洗・冥T,デ(巴射^
^ ^

^
a.

a)条件{入_在庫情報_引当数量{トST・ALL①ATE・QTY}>の

(a)条件満たす場合

ア.ソト{SORT・REC} .出力明細書{0・SP・REC}

イ.条1ギ{入力_在廊情報_在庫区分U・ST・S1叫κ・KBN} '01')に対して^

ア)験件を満たす場合

(ア1 '21' ⇔出力_8月細書更条斤{0・SP・NE州

様式名

システム名

サづシステム名

プログラム名

※英語出力も可
SIDRT-our-PRC↓二
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プ口

N ゛,

R

コマント

データ項目名の日本語表記

出力明細更新{0・SP・NEW}^

PR0ユーfsp-READ PR0ユξ(冷丁一RETLRN PR0ユー1ST-READ PROD-RI゛

囲口凹 1沸(ヲ^C-一气;)

" 【モジユーJt柵応図

厶、

TT口己T

^^

^

PRCC-,一仏IN

T R T RN參昭

PRCO-1卜訂

ψ

S1叩T→トトPR0コ

形態

^

θ召

^

二
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品質チエックの自動化花RASOWNADS TT口己

設計情報間の整合性を自動的にチエックし、

形式チエツクにかかる人的作業を柳減、後工程のバグ発生を抑制

画面定義書

設計報りボジトノ

^ノク

Copy『ight @ 2014 NTr DATA corporation

構成管理

合箇所の自動検出

X

不

^ノク

0 機能定裁

.^
^^

・全文検索結果

・不整合箇所レボート等
^

画面定義書

.

^

ユエ,一慢目.

...

設
計
情
報
の
コ
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出
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入
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支
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コート生成の自動化花RASOLUNA IDE/VISC TT口己T

設計情報からコード、設定ファイル、テストケース等を自動生成し
製造単体テスト機能結合テストを大幅短縮

コード、設定フ「イルTERASOLUNA IDE ・自動実行可能な
テストスクリブト

画面処理フロー

TERASOLUNA visc

! 1

.1'ー,如t悔軸゛"JI゛旬町.,^

^,., 自動化により

大幅短縮

'

賢業務ロジック

設計

證計

Copyright@ 2014 NTr DATA corporation

・テストケース

'________製造________,＼1______そZ,b ・^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^
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コート生成の自動化 TERASOWNA IDE/VISC

自動生成部分をビゾネスジックに限定することて

1 %,自 J化を実現

クライアノト

画面

業務アプリケーションサーハ

ブフウザ

フレームワーク

オヘレーション

ノスフ'ム

凡例

電文

ビジネスロジツク

共通処理

フレームワーク

ミドルウエア/オヘレーションシステム

自生

Copyright@ 2014 NTr DATA corporation

鍍形生成部分 方式基

TT口己T

OS・ミドル

データヘースサー
j、

SQL データ

ヘース

データベース

エンジン
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テストの自動化 TERASOLUNA RACTES TT口己T

プロクラムからテスト項目表テストシナ1オの雛形を自動生成
を自動生成テストシナリオからー

実行可能なテストコートを自動生成

.エラー:O X失敗 0実行:'、

Pub {ic class sa叩 leclass {
^^^(・J

*引数a, bともに正常値の場口true{一才'「
V← 丁スト丁一夕候補値を抽出しPublic boolean sampleMethod(int a,

丁ストの網羅性向上を支援If (a >&& a く 1の{←
If (b > 10 && b く 2の{←
retum true;←

}←

モ"

}←

}←
retum false;←

プログラムコート

回回国j, ^

.図...a=1
SampleclassTest

..図..aが正常値でない

皿....b=11 嘉又点に1::ミ

.図皿..bが正常値でない 之'

.....000

.....
三岐膝一

△△△
隷一

.....XXX

皿....true
::'

.皿皿..false

.....CO0

テスト項目表(イメージ)

テストコート作成自動化にょる生産性向上・網羅性向上

丁スト項目表雛形

自動生成

testsample02

Copy11gM ' 2014 NTrDATA C0中or航10n

testsample03

testsample01
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自動化の連動花RASOWNAsulte

Jさせることで、システム開発を一層短期化する゛ール

ノースコートから設

計書を自生成

要件定義

既存スムの把

TERASOLUNA

Reengineering

設計情報から

コートを自動生成

設計

R司凹

画面設計

TERASOLUNA

IDE 開発機能

製造

ヨ発手順/管理

E

設計き「,-1

設計書間の

整合性を検証

自動整口

処設計

ERASO UNA

VSC

Copyright@ 2014 NTT DATA C0中oratio"

'

不1
^

従来のブログラマ

項目の作成

実行を自動化

結合テスト

レビユー

ERASO UNA DS

TT口aT

自動生成

TERASOLUNA

RACTEs for uT

〆

システムテスト

仕様理者

、'・スト

テスト技衛者

自動生成

T肌ASOLUNA統合りポジトリ

TERASOLUNA

IDE 試験機能

ス

畠
=

＼
＼
、

＼
＼
、

、
、

残釜
三二

一
=
一
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開発自動化の効果

開発自動化ソリューションを用いることにより
「高生産性」と「高品質」を両立したシステム開発を立証

花RASOLUNAVISC の適用/非適用の比較

工期(設計~結合試験 受入試験ハク件数

'÷f:'.

非適用
8プロジエクト平均
内査よりグラフ化
Copyright@2014 NTr DATA corporation

TERASOLUNA VSC

適用プロジエクト

T 口己T

,、 1 /フ

非適用
8プロノエクト平均

TERASOLUNA VSC

適用プロジエクト

^

ロ、ー、
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開発自動化の今後の展開

開発自動化の適用が進む

100

NTTデータの開発案件ヘの開発自動化ツール普及率※1

00
50

普及展開の開始かう

3年で約2倍に拡大

2011 2012 2013 柁

※1)開発案件のうち、TERASOLUNAが適用可能なJavaの開発案件に対する、T床ASO
※2)2013年11月末までのデータを元にした、2013年度の予測値
出典)社内査よりグラフ化

0

Copyright@ 2014 NTT DATA corporation

TT口日T

2014

UNA開発自

年度

化ツールの適用割合を示す

割
合



レガシー再生ヘの新たオ',り組
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100%

メインフレームからオープンサーハへの市場推移

サーハの出荷金額の比率

80%

60%

7' ノ

.

40%

20る

0

出典 報技術産協会

オープンサーハ
(unix、 1A、 OS)

2000

作成

メ'フレー
^ 、,

゛

配

ず

奄.

1
 
、



1500

2つの「レカシーモタナイセーション」

メイノフレームの規模別出荷台数の推移

容易なオープノ化 早期オープン化し亢

(ERP適用部分的)^システムが老朽化
^

^^
^ 、^

、オープノレガシーへの対応^
^

^^^

1000

500

0

2003 2

マ.

2006

出典 作成

2004 2005

4千万円未;

4千万円~

2億5千万円以上

電情報技術産協会

200

大規模複雑なレガシー

システムか残されてし、る
2

高難度大規模メイノフレーム

システムのオープノ化ヘの対庄

配



レカシーモタナイゼーションへの期待 TT口己T

呆守か抱える課題からレカシーモタナイセーションへの期待か大きい

Before 問題凍題

・保守コストがかかる

・開発要員(COBOL、PL/1)の確保が難しい、、、, rrrr

・ベンダに依存する
半井

・敏な対応がてきない

・品が低下している

叫叫叫"宙宙
. 皿

シスームのR 認

・大規模システム

・機能追加にょり仕様力複雑化

レガ倉 ナイ廿ーンヨン

の期待

A什er
f呆守をしてし、るなら、1士様を把握してし、るはず

1士様は変わってい胤功ち、間て出来るはず

誕十書等の資材を再禾U用して低コストて出来るはず

「1、rr r rrrrrr r-ーーー111「1「1

1「「「「「「

「「「「

「「「「「「

rrrrr

「「「「「「

「「「「「
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レカシーモタナイセーションの手法 TT口a

レカシーモタナイセーションは コ立J!.

「りホスト」「りライト」「りヒルト」の3つに分類される气愈

アプリ テスト設計書システムコス

有識者最適化ケーション

リホスト変更無し現行との不要 X ,」、

リライト単変換要※ 小~中X
比較※

リビルト再設計'設計書 要 大0
開発 ヘース

※内容によっては不要のケースもある

リライトはアプリケーションを単純変換し、メイノフレームをオープノ
に移行する。1ノヒルドに比ベて低コストで実現てきると期侍される。

Copyright@ 2014 NTr DATA corporatio



レカシーモタナイゼーションの問題 TTD己T

レカシーモタナイセーションの状況とあ客様の感覚に示離かある

お客様の感覚

て出来るはず短期間て出来るはず1 把握してし、るはず

大きな

玩離

レガシーモタナイセーション開発の現実

①手順が未確立

再利用と再設計が平行

する複雑な開発手順

1 ι厘11
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②アプリケーション
だけてはない

運用、DB、

インテグレーシヨン等

ノヒルト

③現状把握が不十分

アブノケーS匡4ネ複雑化
設計書もメンテ不十分

ブラノクボックス化し
少数の有識者ι、依存

?

^

・
田

構
築
コ
ス
ト



対象はアプリケーションたけてはない

比較的簡単に思われる、1ライトてあっても、
焚

多くの領域て再設計~実装~テストの作業が必要

設寸 製造 試験(M/Fシステム)
..

島AP リライト 合/運転試
設計書の整

(マイクレーション)現新比較Hyl c J例a・・..

再設計~試験

再設計~試/移行
^

JOB才ノト JOB

DB

NDB VSAM、

基

ユーテ゛庁イ、マクロ、・・ 実装検Ξ、~試

M/F
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①設計書りカハリー

実働するシステム情報を元にした、開発着手を実現
さらに、ツールの高度化にょり状況把握の高度化

確実1』信頼てき

る資産

・コート

・実働システムの

画面帳票、

動作ログ、

電文キャプチャ

実データ

・システム設定

1モRASOLUNA Re印 ineenn
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二
抽出

ご 1、y'、
、'テー" 1'
ー、^.^

1 ι1・・

う L:ーーー"工1、.._

個別業務
ルール抽出

機能仕様

業務恕里ロソノク

抽出

1 、仕様

人手ι』よる把握手炉

TT口aT

.、'..イ"..'゛.'.゛ノ'.〆'

今後の技倩開発

ツーjw)高度化ιこより

要件レ~レまてを自動分析

システムの正しい把握

改善要求から要件を定義
てきる

・テストの設計ができる

要件業務処理

^^
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:otc:りン:'.ゞ':0',y:丈:

:宅・,・..:号ゞ1.y ,:尋

②最適化設計

大規模システムに見られるバッチ処理、DB 帳票等の
最適化を省力化する仕組みの検証と開発

大規模システムのバッチ処理の例

子 ^

数百~数千のイヨブ才ノト
数万本のJCL司・万を超先るデータ項目一
^

・:::・セtむピ.・:÷宅をコ0冉ビ、
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^

バノチの

・ファイルヘース(ハケツリレー)処理からRDB処理ヘの改善

・重複データや重複処理をしている点の改善

・並列処理が実現可能な点を改善

・処理の重いバッチ処理の抽出と改善

→HadooPやオンメモリDBなとの用等

「可視化」「問題把握」「化チューニノク」「検証」の仕組み

TTD己T
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③コートの自動生成

花RASOLUNA IDE 花RASOLUNA VISC を利用して

新規コートを自動生成することで、製造テストを短縮

設き十、製造
TERASOLUNA IDE復元した設計月報

化

改善

Copyright@ 2014 NTT DATA corporation

画面処理フ*

TERASOLUNA

TT口己T

自動生成

・コード、・ アイ

今後の技南開発

ジヨブネット、ジヨブ、
データ定まで・、

自動生成の対象を拡大

:'::嵒熨11

司

難

務ロジツク'_

)覆煮

蓬二



④テスト計画

リホスト・りライトての現新比較試験には手順・データの準備か

必要たが、1ノヒルトの場合は通常開発にあけるテストと同様

リホストリライトのテスト

現行システムの成果物と新システムの成果物

を比較し同じてあることの確認が必要

データ準備か大変
実際の業務データを使用するため、

お客様の負1助ミ大凱、

手戻りの要因
問題カミ生じた際、業務を把握していないと

問題の切り分ιナカミできずι』手戻りとなる

Copyright @ 2014 NTr DATA corporation
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通常のテストに加え、

1 上 言 が追加
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⑤モニタリンク

開発後の保守開発時ヘの花RASOWNADSの適用で、
適切な進化をチエックし、新たなレカシー化を防止

す

にPもせず nをくりかえすと・・

能追加機能追加い .皿朋朋
卵如鯛
rTr Ⅱ朋朋

f

咽叫唖"叫皿川"宙翻1^

今後の技南開発

設計書とコートの整口
まて機能拡張

TERASOLUNA DS 1』よりモニタリノク

新
システム

皿 ^
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後歌、;ψ姦匪

..、%J.Jン:' J :コヨ,

:C'、.,'.六

ミ俵多影

アシャイル開発に注目している業界

コンシユーマ/インターネット事業を中心に、
経験価値を重視するサーヒスて適用が急速に広がっている

会銀行・証券

Copyrjght@ 2014 NTT DATA corporation

T .日T

既ι』適用中の領域

今後適用拡大する領域

適用可能性がある領域

適用可能性が低い領域

゛'ユ'tJセイ..ゞ:

'ノ':C::

{"

会官公庁 食官公庁(実証実)

会電力食公営競技

食教育人材サーヒス

会私鉄 食小冗り会広出
会コンビニ

会旅行食流通会通信キャノア
食力ード
会食品飲料製造

会保険
会チケノト



ビジネス価値の考え方のシフト

,」,痢」と「侑のき・

リクを小イしつつ価L,

ウォーターフォーレ

開発

「

価値

本的に

件固定

口多正」を反復することで、

最大化を図る手法

アンヤイレ開発
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時間

価値

価値の確認

TT口己

.
^^

価値の確認

時間

価値の確認↑

^^

価値の確認

^
結果に応して

要件を修正



開発サイクルの効率的実行

アシャイル開発のサイクルをメ率、に回すために
様々な ,みか開発されている。

フィートハノクフイフサイクル

フィードノ、ツ

フィードバック収集・管理ユザ

応答の自動化ツール

U 、1 き己録
ユーザの利用状況を詳に分析
るためのアナリティクスツール

行動分析

アイフ"ア

仮説立案

ユーザー

フィードバツク
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Υ、駈 1コ 1 .

TT口己T

要件化

.

ユザ

体験

実施

ユーザ

通知募集

開発

レ

頻なリ1/ースを実現するための
試験・デプロイ自動化ツール

収
ユーザへのプッシュ通知、利用者
属性に応じた'知者選択

"
,
{
、

令、最

.

.



開発環境 Ag11e professlonal center cloud

アシャイル開発向け高度開発環境APccloud※を整備。

Le n star加

ユーサカうのフィートハノク

フイフサイクルを構築

Scr m

開発作業を自動化

ワンクリツクデプロイ
環境構築や

アプノのリ1/ースを自動化

オンーマンドシテム盤

ハフりツククフウトι』よる

柔軟て拡張性の高基盤

J"'.

ゞ"':scrum

ProcesSι@'P'er

"RA 欠'selenium
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巨^r捌lby Gr建gバ
dmen;累:^'amazon Cloud

^bservic^
グリーンデータセンタ

Cloudι司yer
Apc c d Agile professionalcenter cloud /アジャイル開発向け開発環境

TT口己T

gerritき



高速開発を実現するソフトウエア開発技術

飛躍する開発自動化技術

レガシー再生ヘの新たな取り組み

価値積み上け型の開発



学会とソフトウエア業界との連携 T 口己T

技術研究と実証研究にもとつき、ソフトウエア開発にエン
シニアリンク要素を導入し、人海戦術体質を改善する

技術研究
人に依存する部分か多く、研究テーマを設定しにくい分野て
あるかりハースエンジニアリノグ、モデルヘース開発形式
手法の適用など、大学・研究機関に期侍するところは大きい。

実証研究
開発データはあ客様関係から公開は困難てあるかベンチ

マークデータや事例公開などで、企業はEmplrlcals0什Ware
Englneermgの面て貢献てきる。

Copyrjght@ 2014 NTT DATA C0中oration



Copydght@2014 NTr DATAcorporation

TT口己
G oba1 汗 lnnovator

「T肌ASOLUNA」は、日本及びその他の国における株式会社NTTデータの商標または登録商標です。
rT肌ASOWNAviscj「TERASOLUNARAC花S」は、日本における株式会社NTTデータの登商標です。

その他、記されている会社名、商品名、サービス名等は、各社の商標または登録商標です。


	配布用資料_20140902_木谷_SES2014-1-21
	配布用資料_20140902_木谷_SES2014 - 22-42.pdf



